
医
療
・
医
薬
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
日
本
力
｜
未
踏
に
挑
む
｜

　
多
く
の
人
が
存
在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
難
病
を
、
日
本
企
業
の
薬
で
治
療
―
。
将
来
、
こ
う
し
た
光
景
が
世
界

中
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
貧
困
に
よ
る
劣
悪
な
衛
生
環
境
が
原
因
で
ま
ん
延
す
る
「
顧
み
ら

れ
な
い
熱
帯
病

Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ

」
の
制
圧
に
日
系
製
薬
企
業
が
力
を
注
い
で
い
る
た
め
だ
。
開
発
途
上
国
や
新
興

国
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ
が
経
済
成
長
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
解
決
で
き
れ
ば
治
療
薬
開
発
に
取
り
組

ん
で
き
た
製
薬
各
社
が
称
賛
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
と
い
う
国
の
存
在
感
や
技
術
力
を
示
す
こ
と
に
も

つ
な
が
る
。

医
療
・
医
薬

末
梢
動
脈
疾
患
治
療
用
の
ス
テ
ン
ト

テ
ル
モ

ロ
コ
モ
予
防
に
役
立
つ
下
肢

筋
力
測
定
装
置

ア
ル
ケ
ア

ヘ
ル
ス
ケ
ア

「
顧
み
ら
れ
な
い
病
」
に
挑
む

難病治療・高齢者医療に貢献健
康
寿
命
延
ば
す
取
り
組
み
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「
顧
み
ら
れ
な
い
熱

帯
病
」
の
制
圧
が
望

ま
れ
て
い
る

Ｗ
Ｈ

Ｏ
／
Ｂ
ａ
ｎ
ｇ
ｌ
ａ

ｄ
ｅ
ｓ
ｈ

　
Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ
と
は
世
界
保
健

機
関

Ｗ
Ｈ
Ｏ

が
「
人
類

の
中
で
制
圧
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
熱
帯
病
」
と
定
義
す

る

の
疾
患
を
指
す
。
こ
の

中
に
は
比
較
的
知
ら
れ
て
い

る
デ
ン
グ
熱
や
狂
犬
病
、
ハ

ン
セ
ン
病
も
含
ま
れ
て
い

る
。
だ
が
、
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ

ア
症
、
シ
ャ
ー
ガ
ス
病
な
ど

は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
知
ら
な

い
の
が
現
状
と
考
え
ら
れ

る
。

　

カ
国
で
は
六
つ
以
上
の

Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ
が
横
行
中
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
深
刻

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
は
新
興
国
の
医
薬

品
市
場
が
急
激
に
伸
び
て
い

る
と
は
い
え
、
各
製
薬
企
業

に
と
っ
て
主
要
な
事
業
地
域

は
依
然
と
し
て
日
米
欧
の
ま

ま
だ
。
過
去
は
な
お
の
こ
と

で
あ
り
、
流
行
が
開
発
途
上

国
に
偏
る
Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ

へ
の
取
り
組
み
は
遅

れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
現
状
を

打
破
す
べ
く
、
複
数

の
日
系
製
薬
が
精
力

的
な
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
武
田
薬
品

工
業
は
デ
ン
グ
熱
ワ

ク
チ
ン
の
第
２
相
臨

床
試
験
を
実
施
中
。

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
は

ア
フ
リ
カ
睡
眠
病
や

リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
症

な
ど
に
関
す
る
薬
を

探
索
す
る
創
薬
共
同
研
究

を
、
国
内
の
５
研
究
機
関
な

ど
と
進
め
て
い
る
。
エ
ー
ザ

イ
は
リ
ン
パ
系
フ
ィ
ラ
リ
ア

症
治
療
薬
を
２
０
１
３
年
か

ら

年
ま
で
無
償
提
供
す
る

ほ
か
、
国
際
非
営
利
団
体
で

あ
る
Ｄ
Ｎ
Ｄ
ｉ
と
共
同
で
シ

ャ
ー
ガ
ス
病
治
療
薬
の
第
２

相
臨
床
試
験
に
も
取
り
組

む
。

　
官
民
連
携
の
動
き
も
出
て

い
る
。
世
界
の
最
貧
困
層
へ

医
薬
品
を
届
け
る
目
的
で

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
技
術

振
興
基
金

Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
　
Ｆ

ｕ
ｎ
ｄ

」
が
、
日
本
政
府

と
日
系
製
薬
６
社
な
ど
に
よ

り
つ
く
ら
れ
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ

や
途
上
国
向
け
感
染
症
に
対

す
る
医
薬
品
や
ワ
ク
チ
ン
、

診
断
薬
の
開
発
を
支
援
す

る
。

年
度
上
期
は
七
つ
の

研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

対
し
、
１
５
３
０
万

約

億
円

を
助
成
し
た
。

　
公
衆
衛
生
先
進
国
の
日
本

は
、
培
っ
て
き
た
知
見
を
世

界
へ
還
元
す
る
責
任
が
あ

る
。
Ｎ
Ｔ
Ｄ
ｓ
治
療
薬
の
創

出
と
い
う
形
で
そ
れ
を
具
現

化
し
、
存
在
感
を
一
層
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
２
０
２
５
年
に
団
塊
の
世

代
が

歳
以
上
に
な
り
、
日

本
で
は
高
齢
化
率
が

％
を

超
え
る
。
超
高
齢
者
社
会
で

は
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の

乖
離
が
大
き
な
問
題
に
な

り

か
いる

。
病
気
を
抱
え
支
援
や
介

護
が
必
要
な
期
間
が
長
引
く

ほ
ど
生
活
の
質

Ｑ
Ｏ
Ｌ

は
低
下
す
る
。
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
に
は
病
気
の
予

防
や
早
期
発
見
・
治
療
が
何

よ
り
重
要
で
あ
り
、
医
療
機

器
メ
ー
カ
ー
は
そ
れ
ら
に
役

立
つ
製
品
の
開
発
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
日
本
で
は
要
支
援
・
要
介

護
に
な
る
最
大
の
原
因
が

「
運
動
器
の
障
害
」
で
あ

り
、
運
動
機
能
が
低
下
し
支

援
・
介
護
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
予
防
が
重
要
に
な
っ

て
い
る
。
筋
量
は

歳
を
ピ

ー
ク
に
年
１
％
減
少
す
る
と

言
わ
れ
、
高
齢
者
に
な
る
前

か
ら
運
動
機
能
の
維
持
・
向

上
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

だ
。
そ
こ
で
ア
ル
ケ
ア

東

京
都
墨
田
区

は
下
肢
筋
力

を
測
定
し
、
全
国
の
平
均
筋

力
値
デ
ー
タ
と
比
較
で
き
る

装
置
「
ロ
コ
モ
ス
キ
ャ
ン
」

を
実
用
化
し
た
。
こ
れ
ま
で

下
肢
筋
力
を
定
量
評
価
し
自

分
の
脚
年
齢
を
簡
単
に
調

べ
ら
れ
る
装
置
は
な
く
、
下

肢
筋
力
値
は
ロ
コ
モ
予
防
の

一
つ
の
指
標
に
な
る
と
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　
加
齢
が
重
要
な
因
子
の
一

つ
で
あ
る
末
梢
動
脈
疾

し
ょ
う

ま
っ

患
。
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
手

足
の
冷
感
や
し
び
れ
、
歩
行

時
の
痛
み
が
起
き
、
重
篤
化

す
れ
ば
潰
瘍
や
壊
疽
で
下
肢

そ

え

を
切
断
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
末
梢
動
脈
疾
患
の
治
療

は
血
管
バ
イ
パ
ス
手
術
が
主

流
だ
っ
た
が
高
齢
者
を
中
心

に
患
者
負
担
が
大
き
い
。
現

在
は
大
腿
部
の
血
管
か
ら
カ

た
い

だ
い

テ
ー
テ
ル
を
挿
入
す
る
手
術

が
増
え
て
い
る
。

　
カ
テ
ー
テ
ル
国
内
首
位
の

テ
ル
モ
は
末
梢
動
脈
疾
患
の

早
期
治
療
に
向
け
、
最
先
端

治
療
機
器
で
あ
る
薬
剤
塗
布

バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
や
薬

剤
徐
放
ス
テ
ン
ト
な
ど
の
開

発
に
着
手
。
患
者
負
担
が
少

な
く
治
療
効
果
が
高
い
日
本

発
の
機
器
を
投
入
し
、
市
場

を
独
占
し
て
い
た
海
外
メ
ー

カ
ー
の
牙
城
を
崩
し
た
い
考

え
だ
。

　

年
以
降
は
患
者
数
に
対

し
医
師
や
看
護
師
、
介
護
者

ら
が
相
対
的
に
少
な
く
な
る

こ
と
も
懸
念
さ
れ
、
医
療
機

関
の
業
務
効
率
を
高
め
る
シ

ス
テ
ム
が
必
要
に
な
る
。
オ

ム
ロ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア

京
都

府
向
日
市

は
生
体
情
報
モ

ニ
タ
ー
や
各
種
測
定
セ
ン
サ

ー
の
病
院
向
け
ブ
ラ
ン
ド

「
ア
キ
ュ
ミ
ル
」
を
立
ち
上

げ
た
。
体
温
計
や
血
圧
計
、

血
糖
計
な
ど
の
無
線
通
信
機

能
を
活
用
し
患
者
デ
ー
タ
の

管
理
を
効
率
化
す
る
。
少
子

高
齢
化
と
人
口
減
少
の
中
で

日
本
が
現
在
の
医
療
提
供
体

制
を
維
持
し
て
い
く
に
は
Ｉ

Ｔ
技
術
の
活
用
が
欠
か
せ
な

い
。
病
院
内
だ
け
で
は
な

く
、
今
後
は
病
院
間
、
地
域

内
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
介
護
施

設
な
ど
で
も
患
者
デ
ー
タ
を

連
携
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
く
。


